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研究成果の概要（和文）：本研究は上肢切断児への義手の導入により、発達や運動機能に有効であるかどうかを
検討した。研究参加者は、その運動スキルが年齢とともに低下していることが明らかになった。そして幼少期か
らの義手の導入によって、運動スキルの低下を抑えることができれる可能性があり、今後の義手の上肢切断児へ
の治療としての有効性を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This study examined whether using upper limb prosthesis is adequate for 
development or motor function in upper limb amputee children. Study participants revealed that their
 motor skills are decreasing with age. However, the introduction of upper limb prosthesis from early
 childhood may be able to suppress the decline of motor skills, we could clarify the effectiveness 
of upper limb prosthesis as a treatment for upper limb amputee children.

研究分野：リハビリテーション　小児
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１．研究開始当初の背景
外傷や先天性の障害による下肢切断であ
れば、「おすわり」、「つかまり立ち」、「ひと
り歩き」など体幹から下肢にかけての姿勢保
持や移動能力に重大な影響を及ぼすことか
ら、身体の発達に影響が大きいと判断され、
乳幼児期からの義足の処方がおこなわれて
いる。しかし日本では従来上肢切断において
は、特に片側上肢切断者は
高く十分適応可能と判断され、科学的な根拠
は殆どないままに下肢と比して継続的な義
手の処方が小児期に行われることが無かっ
た。上肢切断児は頭や体幹と残存肢を用いて
代償動作を行い、日常生活動作を獲得してい
く。そしてその成長と発達の過程において両
手動作が行えず、姿勢バランスに左右差が出
るなど医学的問題が生じることが多い。思春
期以降になると装飾義手など外観を優先し
た義肢装着のニーズが高まり、その結果とし
て機能性に乏しい装飾義手で社会生活を送
る例が多く、日常生活動作は基本的に片側上
肢のみでの自立を余儀なくされて
本邦においては上肢切断児に義手の処方
がされることは少なく、義務教育課程の学校
体育で授業参加の参加制約となっている現
実がある。一方で、欧米の上肢形成不全・切
断児はスポーツなど様々な目的に適した義
手を使用する事で活動範囲を広げ、社会参加
の拡大と
そこで
わせた義手の処方・訓練を行い、将来的には
より有効な義手の研究・開発につなげてい
ることを目指して、
の有効性について客観的な評価を行うこと
を目的と

 
２．研究の目的
義手
常生活における有効性について報告がなさ
れている。本研究は
断児の発達と日常生活動作能力に義手の及
ぼす影響を評価
としての有効性を明らかにする。

 
３．研
本研究は上肢切断児における
れる義手の有効性について、客観的な評価を
行う。小児の発達に合わせた積極的な義手の
処方・訓練を行い、将来的には新たに理想的
な小児義手の研究・開発につなげていくもの
である。
研究参加者として先天性上肢欠損児・者の
リクルートを行い、質問紙に
のニーズ調査を行
義手を使用した
の発達について評価し、上肢欠損児の
ニケーション、日常生活スキル、社会性、運
動スキルの評価を
 
４．研究成果
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実がある。一方で、欧米の上肢形成不全・切
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の拡大と QOL の向上につながっている。
そこで本研究は小児の発達とニーズに合
わせた義手の処方・訓練を行い、将来的には
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れば、「おすわり」、「つかまり立ち」、「ひと
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にはソケットの形状や特性が、実際の使用時
の荷重時安定性や肘関節の可動域にも関わ
ることがわかった。以上から国内用の運動用
手先具の開発の基準や義手製作時の課題に
ついても明らかになった。 
 
平成 25 年 6 月に「障害を理由とする差別
の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障
害者差別解消法」）が制定された（施行は平
成 28 年 4月 1日）。この基本方針にある「家
庭や学校を始めとする社会のあらゆる機会
を活用し、子供の頃から障害の有無にかかわ
らず共に助け合い・学び合う精神を涵養す
る。 」とあるが、これにも上肢形成不全・
切断児の社会参加を促進することで、将来的
に貢献することができると考えられる。さら
に、今回得られた知見から、より国内の上肢
欠損児に対して有用な治療へとつなげてい
きたい。 
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